
東京都内で製作されたトレーラーハウスは、千葉港と堺泉北港を結ぶ定期航路である、大王海運様

電気で、空調や照明のほか、冷蔵庫の電気も賄っており、曇天時でも最大３日間使用できる

蓄電池を備えています。(※)　

　室内のソファーやテーブルなども”無印良品”の製品に統一し、広場利用時の休憩や打合せ、

商談の場所として快適にご活用いただける施設となっています。

　今回のトレーラーハウス導入は、昨年度に実施した多目的広場のご利用者様向けアンケートに

寄せられたご意見をもとに実現したものです。今後とも、ご利用者様のご要望に積極的にお応え

してまいります。

【写真】トレーラーハウスが助松7号岸壁（堺泉北港）で荷下ろしされる様子

大王海運株式会社ホームページ（https://daio-kaiun.com/）

　トレーラーハウス１台あたりの床面積は約１５㎡、太陽光パネルと一体型の屋根材で発電した

（※）電気の使用量により、使用可能期間は変動します。
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のＲＯＲＯ船”第五はる丸”を利用して航送されました。
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泉大津フェニックスにトレーラーハウスを設置しました

 泉大津フェニックスの多目的広場に、冷暖房完備のトレーラーハウス２台を設置いたしました。
　
　このトレーラーハウスは、株式会社MUJIHOUSEが大規模災害時の停電などインフラ途絶時にも

活用できるものとして開発・販売している”インフラゼロハウス”の一部仕様を変更したもので、
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【参考】トレーラーハウス利用開始について（当社制作チラシ） 


